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第１学年 

 

 さわやかな青空の中、運動会を実施することができました。 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 どちらのクラスも互いに励ましあい、協力している姿が見られました。 

 勝って喜んだり、負けて悔しがったりするだけではなく、運動会を通して、「団結」や「絆」

など大切なものを感じた人が多かったようです。７月には八ヶ岳移動教室があります。運動会

の経験を生かし、さらに成長していきましょう。 

 保護者の皆様、たくさんのご参観、応援ありがとうございました。 

 

来週の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ ２ ３ ４ 給 ５ ６ 備考 

29 

（月） 

１
組 学 家 英 国 

〇 
体 数  

２
組 学 国 家 英 数 国 

30 

（火） 

１
組 社 英 音 道 

〇 
技 数 ３年修学旅行始 

２
組 音 社 技 英 数 社 

31 

（水） 

１
組 音 数 社 英 

〇 
技 ／ 英会話講座 

２
組 体 社 英 数 道 ／ 

6/1 

（木） 

１
組 技 体 英 理 

〇 
数 社 ふれあい月間 

３年修学旅行終 ２
組 社 英 理 体 理 数 

2 

（金） 

１
組 国 体 美 理 

〇 
総 総 

安全指導 ２
組 体 理 技 美 総 総 

 今週の学年集会で、八ヶ

岳移動教室に向けて、まず

は５分前行動を心がけて

ほしいという話をしまし

た。行事に関わらず、時間

に余裕をもち、見通しをた

てて行動することは、基本

的生活習慣の大切な一つ

です。学校生活だけでな

く、家庭でも計画的に過ご

せているか、是非、見直し

てください。 



 

私は、運動会を行って、協力することの大切さについて学びました。 

 中学校に入学して初めての運動会は、小学校の運動会とは全く違いました。文林中学校の運動会はすご

いと聞いていましたが、想像をとても超えていました。それは、違う学年の人と協力して競技を作り上げ

たり、自分たちで仕事をしたりするところです。全校皆が一生懸命協力して、運動会を作り上げるところ

にとても感動しました。しかし、そんなふうにすばらしい運動会を作り上げるには、協力し、団結するこ

とが必要だと思いました。なぜなら、一つの競技をするのに、たくさんの係や、選手の努力が必要だから

です。係の仕事を違う学年とも協力し達成させます。また、選手同士もたくさん考え、努力し、運動会を作

り上げました。 

 私は、このような体験から、運動会で学んだことは、協力することの大切さです。また、これからも、運

動会だけでなく、色々な場面で協力することを大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                         

 僕は、今回の運動会で団結することの大切さを知りました。そう感じた理由は二つあります。 

 一つ目は綱引きです。練習では三年生とあまり協力ができず、勝てなかったのですが、本番では三年生と

一致団結ができ素晴らしい成績を残すことができました。 

 二つ目は、選抜リレーです。自分が出場する時、「頑張って」などの応援の言葉をかけてもらえました。

緊張していたけれど、友達の声援で緊張を和らげることができました。このことから、ちょっとした声かけ

や応援が大事だということがわかりました。 

 運動会をとおして、学校全体が一つになれてよかったと思います。これからも色々な場面で心を一つにし

て、クラス内の絆をしっかりと深めていきたいと思いました。 

 

 私は小学校の頃は運動会が嫌いでした。体を動かすのがつらいし、競技もあまり得意ではありません。

毎年、早く帰ってゆっくりしたいなぁ、と思っていました。 

 五月になり、本格的に練習が始まりました。時には連続で体育着登校で、一時間目から練習。係も大変

だし、毎日へとへとでしかたがありませんでした。「今年も嫌だなぁ・・・」何も思い出したくない出来事

がないのに、いつもそう思ってしまう、少し苦しかったです。でも、いざ運動会の準備になると、先輩も

一年生もみんなテキパキしていて、すごいなと思いました。自分もみんなと同じようにがんばろう、と思

いながら仕事をしていました。それを続けながら、日々がんばると同時に、「みんなで協力したから、今年

の運動会は絶対にうまくいく。」と、ネガティブな気持ちが消えていくような感じがしました。 

 本番当日。綱引きやリレーなど、色々な役割の人がたくさん働いて、無事成功しました。やっぱり運動

会は苦手だけど、みんなで協力できるのはいいことだな、と改めて思いました。この日から、私は、運動

会嫌いが少しうすれていった気がしました。 

 

 はじめての中学校での全校リレー、私はとても緊張していた。もし抜かされたらどうしよう、転んだら

どうしよう、と考えながら走りきった後、あることが起きた。 

 走りきり、他の人が走っているのを見ていたら、バトンパスがうまくいかずに転んでしまった人がいた。

遠くからだったからしっかりとは見えていないけれど、とても心配だった。リレーが終わり、応援席へ帰

る時、いろんな人が転んでしまった人を心配で様子を見に行っていた。私も見に行くと、転んでしまった

人を励ます声や心配する声がたくさん聞こえてびっくりした。さらに、びっくりしたのはだれも転んでし

まった人を責めていなかったことだ。転んでしまった人に言う人も、隠れて責める人も全くいなかった。

私はそれにとても感動した。 

 全校リレーは結果的には私たちのチームが負けてしまったけれど、皆で団結してリレーをすることがで

きたので、私はよかったと思った。 


